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膵がん細胞の糖鎖切断を介した抗体医薬増強薬の開発

Lecica社製TCS SP5 II プリズム分光型共焦点レーザー顕微鏡

これまで膵がん細胞の細胞表面で切断される膜タンパク質を3種類特定していたが、これら切断膜タンパク質（切断タンパク質）の細胞

における局在は不明であった。本研究では、3種類の切断タンパク質について細胞染色を行い、切断タンパク質の局在をTCS　SP5 II プ

リズム分光型共焦点レーザー顕微鏡を用いて可視化解析した。その結果、1種類の膜タンパク質は、切断後、細胞内に取り込まれるこ

とを見出した。
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膵癌で観られる切断タンパク質を抗原とする抗体医薬を作製することで、新規膵がん治療法の開発や薬物キャリアの利用につながると

期待できる。
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酵素学的な糖鎖切断はヒト膵癌細胞株

の増殖を制御する
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